
秋山町自治会

自治会の必要性について
考えてみる

― 自分の役割って何だろう? ―

秋山町自治会 池田 直久

この資料は、受講生が地域デザインカレッジのプログラムの中で考えた

企画を発表用にまとめたものです。自治会や町内会が組織として作成し

たものではありませんのでご了承ください。



秋山町自治会

■今回のテーマ選択の背景

会長職2年目となり “こなすことが目標” から

“会長職としてどうあるべきなのか?”

“そもそも自治会ってホントに必要?”

が頭をよぎるようになった

■自治会の目的(表現は様々)
地域住民が協力しあって

                  住みよい環境を創っていく
頭ではわかっているが・・・

会長職として自分探しの旅に出発・・・



秋山町自治会

●規模 面積は広くはない、こじんまりまとまっている  

●立地

 ・ 市街地から車で15分程度

 ・ 町内をバス通りが横断

 ・ 周辺にスーパー、量販店等あり

 ・ 住宅地〔戸建て率が高い〕

●年齢層(右グラフ参照)

中高年が多い

逆三角形型だか極端ではない

●気質(私の主観ですが)

・穏やか ・柔和 ・保守的

・一方で淡々とした感じもあり

どこから切り込んだらよいだろう

① 秋山町の概要を整理してみる



秋山町自治会
どこから切り込んだらよいだろう

② 自治会活動を分類してみた

なくせない
やらないといけない

 ・公民館維持 

 ・連合自治会との関係

 ・行政との関係(広報誌、ゴミ)

 ・町内へのお知らせ、報告

 ・奉仕団体との関係(募金など)

他いろいろ

充実させたい
やらなければそれなり

・防災 ・防犯

・住民の親睦、交流

・生涯学習・文化

・高齢者福祉

・行政への要望

 他いろいろ

義務履行型
〔定型的〕

価値向上型
〔仕掛けが必要〕



秋山町自治会
どこから切り込んだらよいだろう

③ 最も経費がかかっているのは 公民館維持費

自治会運営費全体の約26%

●公民館稼働率(本年4～9月)

1階 大広間 61.2%
 和室   4.9%

  2階  和室      0.5%

小会議室  1.6%

・・・

1階大広間の曜日別
最大 月曜 146%
最小 水曜 15%
土曜・日曜 約55%   

公民館維持費



秋山町自治会
どこから切り込んだらよいだろう

④ 静岡市の自治会アンケートを参考にしてみた

結果報告書 ６ページ

⚫ 実施している活動
⚫ 今後どうしていきたいか のランキング

相
関



秋山町自治会

これまでを整理すると

⚫ 生活環境に特段の緊急性はないだろう

⚫ 価値向上を図るには仕掛けが必要

⚫ 公民館という施設を有効活用すべき

⚫ 静岡市自治会アンケートのトレンドは

すべて
 「価値向上型」

             の項目

防災 防犯
行政への
要望

まちづくり高齢者福祉

住民交流



これらはその構成要件

秋山町自治会

住民交流

公
民
館
の
有
効
活
用

目的 : 住民が協力して住み良い環境を創る

高齢者福祉

生涯学習

環境衛生

健康増進 美化

弔事

健全育成

防災 防犯
行政への
要望

まちづくり

募金広報誌

住民交流

子育て

物や仕組みがあっても機能させるには人

 顔の見える関係



秋山町自治会

今の秋山町にとっての自治会の必要性

－ 自身の役割 －

顔の見える関係を築いていく

住民交流の機会を創出する

必要性を探すのではなく 仕掛けていく

公民館の有効活用をしながらの仕掛け



秋山町自治会

公民館を使って
ローコスト
  ローエネルギー

 ハイパフォーマンス

11月25日(土)・26日(日)
         出展者 : １９組
         来場者 : 100名～

(世帯数277)



秋山町自治会

地道な継続には ローコスト、ローエネルギー

■他に新たに実施したこと

・フェイスブック開設

  ・北部生涯学習センターとの共催事業

ここ ここ



秋山町自治会

最もすべきは自身が背中を見せる

自分探しの旅はまだまだ続く・・・

ご清聴ありがとうございました

秋山町自治会 池田直久

自治会長として私がすべきこと

住民交流の機会を創出する
私自身が住民交流の仕掛人になる
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